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一　
は
じ
め
に

十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
思
想
史
の
古
典
を
著
し
た
マ
ク
シ
ム

・
ル
ロ

ワ

（〓
異
〓
ｏ
”
ｑ
妥
・
誌
調
‐【８
Ｊ

は
、
序
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。
「
一
七
八
九
年
以
降
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
は
…
…
広
い
意
味
で
の
政
治

的
な
も
の
と
社
会
的
な
も
の
と
の
対
立

へ
と
帰
着
す
る
」。
ル
ロ
ワ
に
よ
れ

ば
、
「政
治
的
な
も
の
」
と
は

一
七
八
九
年
の
原
理
、
す
な
わ
ち
個
人
的
自

由
と
所
有
に
立
脚
し
た
新
た
な
権
力
構
成
の
原
理
で
あ
り
、
「社
会
的
な
も

の
」
と
は
平
等
に
か
か
わ
る
こ
と
が
ら
、
個
人
の
不
幸
を
集
合
的
な
も
の

と
見
る
見
方
、
労
働
や
配
分
に
か
か
わ
る

一
七
九
二
年
の
原
理
で
あ
る
。

ル
ロ
ワ
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
史
と
は
、　
一
七
八

九
年
に
宣
言
さ
れ
た
原
理
が
そ
の
ま
ま
実
現
し
て
い
く
過
程
で
は
な
い
。

む
し
ろ
大
革
命
期
に
唱
え
ら
れ
た

「政
治
的
」
原
理
は
、
個
々
人
の
具
体

的
な
生
活
条
件
に
立
脚
す
る

「社
会
的
」
な
秩
序
原
理
に
よ
っ
て
常
に
批

判
に
さ
ら
さ
れ
、
修
正
を
蒙
っ
た
。
両
者
の
相
克
と
調
停
が
繰
り
返
さ
れ

る
過
程
こ
そ
、
こ
の
時
期
以
降
の
思
想
史
を
構
成
す
る
。

た
だ
し
、
「政
治
的
な
も
の
」
「社
会
的
な
も
の
」
の
概
念
は
、
実
は
論
者

に
応
じ
て
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
大
き
く
言
え
ば
、　
一
九
六
〇
年
代
ま

で
、
十
九
世
紀
思
想
史
を
解
釈
す
る
枠
組
み
は
、
経
済
構
造
に
起
因
す
る
階

級
対
立
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
き
た
。
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ム
を
代
表
す
る
理

論
家
ル
ロ
ワ
が
、
両
者
の
対
立
を
自
由
主
義
的
な
権
力
構
成
原
理
と
労
働
者

の
思
想
“運
動
と
の
対
立
と
捉
え
た
こ
と
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し

一
九
七
〇
年
以
降
、
こ
う
し
た
解
釈
図
式
は
大
き
く
変
容
す
る
。
歴
史
学
・

政
治
思
想
史
・哲
学
な
ど
の
諸
分
野
で
知
的
な
刷
新
が
起
こ
り
、
む
し
ろ

一

元
的
な
統
合
原
理

（政
治
的
な
も
の
）
と
多
元
性
原
理

（社
会
的
な
も
の
）
と
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の
緊
張
関
係
が
、
論
者
の
主
た
る
関
心
対
象
と
な
る

（た
だ
し
、
後
に
採
り

上
げ
る
ル
フ
オ
ー
ル
や
ゴ
ー
シ
ェ
は
両
者
を
逆
の
意
味
で
用
い
て
い
る
）。

本
稿
は
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
に
お
け
る

「政
治
的
な
も
の
」

と

「社
会
的
な
も
の
」
の
対
抗
、
あ
る
い
は

一
元
的
な
統
合
原
理
と
多
元

性
原
理
と
の
緊
張
関
係
を
軸
と
し
て
、
近
年
ま
で
の
研
究
史
を
整
理
し
直

し
、
そ
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　

一
元
的
統
合
原
理
へ
の
批
判

１
　
ジ
ヤ
コ
バ
ン
主
義
の
遺
産

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
人
文
ｏ社
会
科
学
に
お
い
て
支
配

的
で
あ
っ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
た
い
す
る
様
々
な
批
判
が
現
れ
る
。
歴
史
学

の
分
野
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を

「ブ
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
」
と
み
な
す
正
統
史

学
を
批
判
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ソ
フ
・
フ
ュ
レ

（Ｐ
ぶ
諄

”
員
β

お
Ｎ『‐ＨｏｏＪ

な
ど
が
、
革
命
期
の
政
治
的
言
説
に
着
目
す
る
新
し
い
方
法
論
を
打
ち
出
し

た
。
フ
ュ
レ
に
よ
れ
ば
、
単

一
の

「人
民
」
と
い
う
虚
構
の
集
合
を
統
治

権
力
の
正
統
性
の
根
拠
と
み
な
す
文
人
・哲
学
者
の
言
説
が
政
治
的
に
大
き

な
影
響
力
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
革
命
の
急
進
化
と
ジ
ャ
コ
バ
ン
支
配
が
も

た
ら
さ
れ
た
。
十
九
世
紀
以
降
の
思
想
的
課
題
は
、
「ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
」

（４
）

を
超
克
し
、
「革
命
を
終
わ
ら
せ
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

フ
ュ
レ
の
研
究
は
、
政
治
思
想
史
の
分
野
で

「政
治
文
化
」
論
と
称
す

べ
き
新
た
な
研
究
潮
流
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
経
済
構
造
か
ら
の
政
治

的
言
説
の
自
律
性
を
宣
言
す
る
も
の
と
な
り
、
同
時
代
の
政
治
的
錆
説
の

配
置
、
そ
の
内
在
的
論
理
を
探
求
す
る
歴
史
研
究

へ
の
道
を
拓
い
た
。
こ

こ
で
は
フ
ュ
レ
の
問
題
関
心
を
継
承
す
る

一
人
と
し
て
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・

ジ
ョ
ー
ム

（Ｆ
２
日
旨
暉日
ｐ
ぉ
卜ｏ↓

の
研
究
を
採
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

ジ
ョ
ー
ム
は
フ
ュ
レ
の
言
説
分
析
の
方
法
に
依
拠
し
な
が
ら
、
大
革
命

に
発
す
る
フ
ラ
ン
ス
の

「政
治
文
化
」
の
特
徴
を
探
求
す
る
。
『
ジ
ャ
コ
バ

ン
派
の
言
説
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
２

九
人
九
年
）
で
は
、
革
命
期
の
ク
ラ

ブ
ど
議
会
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
言
説
を
検
討
し
、
党

Ｃ
鋒
じ

に

よ
る
道
徳
的
革
命
運
動
が
、
代
表
す
る
者

・
さ
れ
る
者
の
一
体
性
を
一
み

出
し
、
主
権
を
構
成
す
る
と
い
う
独
特
の
政
治
観
の
成
立
を
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
政
治
観
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
期
の
集
権
論
、
七
月
王
政
期
の

ド
ク
ト
リ
ネ
ー
ル
の
理
性
主
権
論

へ
と
引
き
継
が
れ
る
。
彼
は
続
い
て
十

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
諸
潮
流
を
検
討
し
、
受
こ
に

一
貫
す
る
特

徴
を

「消
さ
れ
た
個
人

分
・Ｑ一ュ
腎

①夢
ｏＯご

と
評
し
た
。
大
革
命
以
降
の

自
由
主
義
は
三
つ
の
潮
流
に
区
分
さ
れ
る
。
第

一
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義

的
政
治
認
識
に
対
抗
し
、
個
人
の
内
面
的
自
由
の
不
可
侵
性
と
立
憲
主
義

に
よ
る
権
力
抑
制
を
掲
げ
る
ス
タ
ー
ル
夫
人
、　
コ
ン
ス
タ
ン
、
プ
レ
ヴ
オ

ス
ト
＝
パ
ラ
ド
ル

Ｑ
【のくｏ争
Ｆ
『”０３

ら
の
潮
流
で
あ
る
。
第
二
は
、
個
人

よ
り
も

「社
会
」
を
権
力
の
正
統
性
の
源
泉
と
み
な
し
、
「社
会
」
の
意
思

を
代
表
す
る
公
的
機
関

へ
の
集
権
化
に
よ
っ
て
よ
り
高
次
の
自
由
が
実
現

さ
れ
る
、
と
捉
え
る
ロ
ワ
イ
エ
＝
ヨ
フ
ー
ル
、
レ
ミ
ュ
ザ
、
ギ
ゾ
ー
な
ど

ド
ク
ト
リ
ネ
ー
ル
の
潮
流
で
あ
る
。
第
二
は
、
個
人
的
自
由
に
た
い
し
て

宗
教
的

「真
理
」
を
優
位
さ
せ
、
神
的
権
威

へ
の
従
属
に
よ
っ
て
真
の
自

由
が
実
現
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る
ラ
ム
ネ
、
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
世
紀

末
の
自
由
主
義
カ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
の
潮
流
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
、
第

二
の
潮
流
が
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
主
流
を
争
い
、
第
二
の
潮
流
が

一
人



七
五
年
以
降
に
体
制
原
理
と
な
り
、
自
由
主
義
と
両
立
す
る
共
和
体
制
を

導
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
兎
。

２
　
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
と
全
体
主
義

フ
ユ
レ
や
ジ
ョ
ー
ム
の
研
究
は
、
大
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
政
治
文
化

の
特
徴
を

「ジ
ヤ
コ
バ
ン
主
義
」
的
な

一
元
的
統
合
原
理
に
見
出
す
も
の

で
あ
っ
た
。　
一
九
七
〇
年
以
降
の
政
治
哲
学
で
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
伝

統
を
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
内
在
す
る
矛
盾
の
現
れ
と
解
釈
し
、
批
判
的

に
検
討
す
る
潮
流
が
あ
る
。
以
下
で
は
ク
ロ
ー
ド

・
ル
フ
オ
ー
ル
、　
マ
ル

セ
ル
・ゴ
ー
シ
エ
を
中
心
に
そ
の
十
九
世
紀
論
を
採
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

ル
フ
オ
ー
ル

（０
一”口計

Ｆ
♂
■

８
潔
↓

は
二
十
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス

を
代
表
す
る
政
治
哲
学
者
で
あ
る
。　
一
九
四
九
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
カ
ス

ト
リ
ア
デ
ィ
ス
な
ど
と
雑
誌

『
社
会
主
義
か
野
蛮
か

（ｇ
計
【一∽口
ｏ
８

σＲ
‐

げ生
のと

を
発
刊
し
た
彼
は
、
六
〇
年
以
降

マ
ル
ク
ス
主
義
と
決
別
し
、
ト

ク
ヴ
イ
ル
や
ア
レ
ン
ト
の
思
考
に
触
発
さ
れ
て
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

全
体
主
義
に
共
通
す
る
政
治
認
識
の
問
題
性
を
探
求
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
は

「人
権
」
の
パ
ラ
ド
ク
ス
、
「政
治
的
な
も
の

（お

Ｂ
巨
程
ｏご

の
概
念
の
析
出
と
い
う
二
点
に
絞
っ
て
そ
の
研
究
を
瞥
見
す
る
。

ル
フ
オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
前
の
社
会
が

「外
部
」
に
秩
序
の
一

体
性
を
保
障
す
る
参
照
点

（神
、
自
然
、
王
の
身
体
）
を
有
し
て
い
た
の
に

た
い
し
、
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
特
徴
は
、
そ
れ
ら
の
参
照
点
を
拒
絶
し

（た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
王
の
身
体
の
廃
絶
）、
「内
部
」
に
の
み
秩
序

の
立
脚
点
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
立
脚
点
は

「人

間

Ｔ
ｏヨ
ヨ
①ご

と
称
さ
れ
、
「人
間
の
権
利
」
の
実
現
が
近
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
究
極
目
的
と
な
る
。
「人
間
」
と
は
、
個
々
人
の
共
通
性
を
抽
象
化

し
た
集
合
を
指
す
が
、
外
部
の
指
標
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
な
い
と
い
う
意

味
で
、
自
己
言
及
的
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
根
源
的
に
不
確
定
性
を
有
す

る
。
ル
フ
オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
降

「人
権
」
は
社
会
的
。経
済
的
・

文
化
的
権
利
と
し
て
拡
大
を
続
け
、
権
利
を
保
障
す
る
国
家
権
力
も

「福

祉
国
家

３
目
‐「
ｏく【Ｏ①”００ご

と
し
て
肥
大
化
を
続
け
て
き
た
。

こ
こ
で

「社
会
的
な
も
の
」
の
概
念
を
採
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
ル

フ
オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
り
わ
け
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
と
二

十
世
紀
の
全
体
主
義
に
共
通
す
る
の
は
、　
一
切
の
多
元
性
や
差
異
を
排
し

た

「
一
体
の
人
民

（″
暉ｕＴ
ｃ
コご

と
い
う
表
象
が
、
統
治
の
基
礎
に
置
か

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
〓

体
の
人
民
」
は
、
個
々
人
の
同
質
性
を
前
提
と

し
、
個
人
を
超
越
す
る
集
合
と
し
て
観
念
さ
れ
、
「社
会
的
権
力
」
と
も
称

さ
れ
る
。
十
九
世
紀
の
思
想
家
の
中
で
、　
コ
ン
ス
タ
ン
や
ギ
ゾ
ー
で
は
な

く
、
ト
ク
ヴ
イ
ル
こ
そ
が
、
こ
の
単

一
の

「社
会
的
権
力
」

へ
の
個
人
の

難
属
、　
一
切
の
差
異
を
消
去
す
る

「新
し
い
専
制
」
の
危
険
性
を
認
識
し

た
。
「人
権
」
は
、
こ
の

「社
会
的
権
力
」
に
よ
る

「新
し
い
専
制
」
を

抑
止
で
き
な
い
。
む
し
ろ
個
人
の
同
質
性
を
前
提
と
す
る

「人
間
」
の
観

念
は
、
個
々
人
間
の
差
異
を
消
去
し
、
国
家
権
力
の
無
制
約
な
拡
大
を
も

た
ら
す
と
い
う
意
味
で
、
同
様
の
問
題
を
内
在
さ
せ
る
。
以
上
の
意
味
に

お
い
て
、
全
体
主
義
と
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
区
別
で
き
な
い
。

ル
フ
オ
ー
ル
が

「政
治
的
な
も
の

Ｏ
①
罵
ョ
ｏ“①ご

の
概
念
を
導
入
す

る
の
は
、
ン」う
し
た
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
。
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
「政

治
」
（国
家
権
力
の
行
使
）
を
日
常
生
活
の
隅
々
に
浸
透
さ
せ
る
論
理
を
内

在
さ
せ
て
い
る
。
全
体
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
分
か
つ
の
は
、
権
利

・

● IIθ
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政
治
制
度
な
ど
で
は
な
く
、
「政
治
的
な
も
の
の
固
有
の
次
元
」、
す
な
わ

ち
自
由
な
言
論
に
よ
っ
て
統
治
権
力
を
批
判
的
に
吟
味
し
、
制
約
す
る
「公

的
領
域
」
の
存
在
の
み
で
あ
る
。
こ
の
公
的
領
域
を
成
り
立
た
し
め
る
の

は
、
既
存
の
権
利

・
政
治
制
度
や
公
／
私
の
区
分
を
問
い
直
す

（ア
レ
ン

ト
的
意
味
で
Ｏ

「運
動
」
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
。

ル
フ
オ
ー
ル
が
探
求
し
た
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
問
題
は
、
ゴ
ー
シ
ェ

（〓
Ｒ
ｏ①】Ｐ
ｃｏ，３

８
卜ｏ↓

に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の

「歴
史
的
条
件
」
の

下
で
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
く
。
ゴ
ー
シ
ェ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
困
難
の
出
発
点
を
大
革
命
に
置
く
。
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
と

世
俗
化
は
、
個
人
が
世
界
の
意
味
を
自
己
解
釈
す
る
存
在
と
し
て
立
ち
上

が
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
脱
宗
教
化
と
王
の
否
定

に
よ
っ
て
、　
一
方
で
は
自
律
し
た
個
人
か
ら
成
る
新
た
な
紐
帯
を
創
出
す

る
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
他
方
で
は
、
新
た
な
紐
帯
が

一
切
の

外
部
や
内
的
多
元
性
を
も
た
な
い
単

一
の
集
合

（「社
会
し

と
観
念
さ
れ

る
こ
と
で
、
個
々
人
を
超
越
す
る

「社
会
」
に
よ
る
新
た
な
専
制
や
抑
圧

を
招
来
す
る
可
能
性
も
も
た
ら
し
た
。
ゴ
ー
シ
ェ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お

け
る
立
法
府

へ
の
集
権
化
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
に
お
け
る

「単

一
の
集
合

体
」
の
観
念
の
成
立
に
、
個
人
の
自
律
と
両
立
す
る
秩
序
の
形
成
失
敗
の

要
因
を
見
出
す
。
革
命
期
の
シ
エ
イ
エ
ス
に
よ
る
議
会
監
視
の

「第
三
の

権
力
」
導
入
論
、　
コ
ン
ス
タ
ン
の
中
立
的
権
力
論
、
代
議
制
論
な
ど
は
、

「社
会
」
の
観
念
に
基
づ
く

一
元
的
な
統
治
像
を
批
判
し
、
多
元
性
を
導
入

し
よ
う
と
す
る
試
み

（と
そ
の
挫
折
）
と
し
て
読
解
さ
れ
る
。

（
‐９
）

ゴ
ー
シ
エ
に
よ
る
十
九
世
紀
以
降

の
歴
史
像
を

一
瞥
し
て
お
こ
う
。
十

九
世
紀
前
半
に
は
、
左
右
党
派
の
対
立
、
国
王

。
政
府

・
議
会

の
分
離
、

代
表
制
な
ど
、　
一
定

の

「多
元
性
」
原
理
の
導
入
が
図
ら
れ
る
。
第
二
共

和
政
期
の
二
院
制
の
導
入
は
、
体
制
の
安
定
化
に
寄
与
し
た
。
し
か
し

一

人
八
〇
年
代
か
ら

一
九

一
四
年
に
か
け
て
、
分
業

の
進
展
や
階
級
対
立
に

よ
っ
て
見
失
わ
れ
た

「社
会
」
の

一
体
性
や
全
体
性
を
回
復
し
よ
う
と
す

る
希
求
が
顕
在
化
し
、
「単

一
の
人
類

ａ
澪
Ｆ
ヨ
ロ
志
ご

と
い
う
宗
教
的

観
念
が
浮
上
す
る
。

こ
れ
は
民
族

・
ネ
イ
シ
ョ
ン
な
ど
に
形
を
変
え
て
第

一
次
大
戦
ま
で
の
政
治
を
席
巻
す
る
。
ゴ
ー
シ
ェ
に
よ
れ
ば
、
第
二
次
大

戦
後
の
秩
序
は
、
あ
る
意
味
で
そ
の
延
長
上
に
あ
る
。
国
家
と
市
民
社
会

の
分
離
、
，政
党
や
結
社
の
多
元
性
、
代
議
制
は
、
行
政
機
構
に
よ
る
リ
ス

ク
の
予
測
や
不
確
実
性
の
除
去

。
統
制
と
両
立
し
う
る
限
り
で
の

「支
配

さ
れ
た
差
異
」
に
す
ぎ
な
い
。
「現
在
の
民
主
政
は
社
会
的
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
文
化
的
画

一

化
、
個
人
の
私
的
領
域

へ
の
閉
じ
こ
も
り
に
よ
っ
て
、
単

一
の

「社
会
」

の
論
理
に
基
づ
く

一
元
的
支
配

へ
と
転
化
す
る
可
能
性
を
常
に
秘
め
て
い

る
。
ゴ
ー
シ
ェ
は
、
近
代
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
に
お
け
る

「外
部
」
の
消
去
と

い
う
問
題

へ
と
立
ち
戻
り
、
脱
宗
教
化
の
歴
史
を
政
治
思
想
の
問
題
と
し

て
考
究
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３
　
生
政
治
の
拡
散

一
九
七
〇
年
代
の
知
的
刷
新
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
第
二
の
潮
流
と
し
て
、

フ
ー

コ
ー

（〓
一のｒ
Ｒ
Ｆ
“
０”肇
Ｌ
ｏ
Ｎ
ｏ
‐【８
じ

以
降
の
十
九
世
紀
研
究
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
潮
流
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
論
じ
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
は
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

フ
ー

コ
ー
は

一
九
七
七
―
七
八
年

の
コ
レ
ー
ジ

ュ

・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
の
講
義
で
、
十
八
世
紀
以
降

の
統
治
権
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力
の
性
質
変
化
を
主
題
と
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
商
業
と
都
市
の
発
展
は

治
安
維
持
を
担
う
国
家

（ポ
リ
ス
）
の
役
割
を
拡
大
さ
せ
、
統
治
の
効
率

化
＝

「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
い
う
問
題
を
浮
上
さ
せ
た
。
政
治
経
済
学

６
８
●ｏュ
ｏ
Ｂ
】̈Ｆ
ｒｅ

の
内
実
は
十
八
世
紀
後
半
に
治
安
維
持
か
ら

「人

口
」
の
学

へ
と
変
化
す
る
。
フ
ー

コ
ー
は
、
人
々
の
生
物
学
的
必
要
を
集

合
的
に
把
握
し
、
効
率
的
に
管
理
す
る
権
力
の
あ
り
方
を

「生
政
治

０
，

電
【一Ｆ
“①）」
と
称
し
、
こ
う
し
た
権
力
実
践
が
公
衆
衛
生

・
人
口
政
策

・

医
療

ｏ
食
糧
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
担
い
手
が
国
家
官
僚

の
み
な
ら
ず
、
「社
会
的
」
領
域
に
お
け
る
病
院

・
工
場
・
教
育
機
関

・
経

済
学
者
・衛
生
学
者
な
ど
へ
と
拡
散
し
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
フ
ー

コ
ー
に
と
っ
て

「市
民
社
会
」
と
は
、
こ
う
し
た
統
治
を
よ
り
効
率
的
に

実
践
す
る
た
め
の
政
治
的
領
域
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
は

新
た
な
統
治
の
あ
り
方
を
正
当
化
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
理
解
さ
れ

（２４
）
る
。
フ
ー
コ
ー
の

「生
政
治
」
「社
会
的
な
も
の
」
「リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の

概
念
は
、
そ
の
後
の
十
九
世
紀
研
究
で
引
照
さ
れ
る
枠
組
み
と
な
り
、
貧

困
問
題
、
監
獄
、
公
衆
衛
生
、
家
族
、
医
療
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
歴
史

研
究
を
生
み
出
し
た
。

以
上
に
採
り
上
げ
た
二
つ
の
潮
流
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
心
か
ら
、

大
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

一
元
的
な
統
治
原
理
を
批
判
的
に
検

討
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ュ
レ
や
ジ
ョ
ー
ム
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
の

遺
産
が
十
九
世
紀
以
降
に
残
存
し
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
自
由
主
義
や
立
憲
主

義
の
定
着
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ル
フ
オ
ー
ル
や
ゴ
ー
シ
ェ

は
、
「人
間
」
と
い
う
自
己
言
及
的
概
念
を
基
礎
と
す
る
近
代
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
、
単

一
の
集
合
体

（「社
会
し
　
へ
の
個
人
の
従
属
と
、
国
家
権
力

の
無
制
約
の
拡
大
を
導
く
危
険
を
内
在
さ
せ
て
い
る
と
論
じ
た
。
フ
ー
コ
ー

主
義
者
は
、
十
八
世
紀
以
降
個
々
人
が
単

一
の
生
物
学
的
集
合

（「人
理
）

と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
で
、
集
合
的
生
の
効
率
的
な
維
持

・
増
殖
を
目

的
と
す
る
権
力
が

「社
会
的
」
領
域
に
拡
散
し
、
個
々
人
の
生
の
管
理

・

規
律
化
を
も
た
ら
し
た
と
批
判
し
た
。
各
々
は
、
こ
れ
ら

一
元
的
統
治
原

理
に
対
抗
す
る
多
元
的
な
秩
序
構
成
原
理
の
追
究
―
―
フ
ュ
レ
や
ジ
ョ
ー

ム
に
お
け
る
代
表
制
と
競
争
的
政
党
制
、
ル
フ
オ
ー
ル
や
ゴ
ー
シ
ェ
に
お

け
る
運
動
と
し
て
の

「政
治
的
な
も
の
」
の
概
念
や

「外
部
」
の
探
求
、

晩
年
の
フ
ー
コ
ー
に
お
け
る
「自
己
へ
の
配
慮
」
に
基
づ
く
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
主
体
像
と
自
他
関
係
―
―
を
思
想
的
課
題
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
潮
流
と
交
錯
し
つ
つ
も
、
近
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
史

へ
の
批
判
的
視
座
を
転
換
し
、
そ
こ
に
ポ
ジ
テ
イ
ブ
な
発
展
史

を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
が
、
次
に
採
り
上
げ
る
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ザ
ン
ヴ
ア

ロ
ン
で
あ
る
。

〓
一　
一
元
的
統
治
原
理
へ
の
回
帰
―
―
ロ
ザ
ン
ヴ
ァ
ロ
ン
の
十
九
世
紀
論

ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン

η
いｏ「
ｏ
”
８
日
く”一ざ
Ｐ
ＨＲ
∞↓
は
、
中
道
労
組
ｏ
”
∪
↓

の
顧
間
と
い
う
思
想
史
研
究
者
と
し
て
は
特
異
な
経
歴
か
ら
出
発
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
末
に
フ
ー
コ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
最
初
の
思
想
史

研
究

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
資
本
主
義
』
を
刊
行
す
る
。
人
〇
年
代
に
は
社
会
科

学
高
等
研
究
院
に
所
属
し
、
フ
ュ
レ
、
ル
フ
オ
ー
ル
、
ゴ
ー
シ
ェ
、　
マ
ナ

（２７
）

ン
ら
と
交
流
し
つ
つ
歴
史
研
究

・
現
代
政
治
研
究
を
行
っ
た
。
九
〇
年
代

に
入
る
と
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
を
扱
っ
た
浩
渤
な

社会思想史研究 助.θ1 2"7
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二
部
作
を
発
表
し
ご
」
の
時
代
の
政
治
思
想
史
研
究
の
第

一
人
者
と
な
る
。

二
〇
〇
二
年
か
ら
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・ド
ｏ
フ
ラ
ン
ス
教
授
も
兼
任
し
て
い
る
。

ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
の
十
九
世
紀
像
の
特
徴
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
成

立
す
る

「ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
」
的
政
治
認
識
が
、
繰
り
返
し
批
判
に
晒
さ

れ
な
が
ら
も
、
修
正
さ
れ
回
帰
す
る
と
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
以

下
の
三
段
階
を
経
た
発
展
史
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
政
治
認
識

（〓

般
性
の
政
治
文
化
」
と
称

（
２９
）

さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
革
命
期

に
は
、
伝
統
集
団
に
埋
め
込
ま
れ
た
個
人
を
析
出
し
、
同
質
的

・
抽
象
的

個
人
か
ら
成
る
単

一
の
集
合
体

（「個
人
か
ら
成
る
社
会

↑
ａ
いは
ａ．一●争

ュ
Ｑ“∽）し
を
形
成
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
特
徴
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
思
想
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
特
殊
な
も
の
と

一
般
的
な
も
の
と
の

弁
証
法
が
想
定
さ
れ
ず
、
両
者
の
間
の
断
絶
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

個
別
利
益
を
抽
象
化
す
る

「代
表
」
と
い
う
機
制
が
重
視
さ
れ
、
代
表
す

る
者
と
さ
れ
る
者
と
の
間
に
は

「特
殊
利
益
」
か
ら
の

「
一
般
利
益
の
創

出
」
と
い
う
飛
躍
が
想
定
さ
れ
る
。
両
者
を
媒
介
す
る
政
治
的
結
社
は
否

定
さ
れ
、
職
業
団
体
、
地
域
性
、
男
女
の
性
差
な
ど
は
私
的
領
域
に
閉
じ

込
め
ら
れ
る
。　
一
般
性
を
体
現
す
る
の
は

「法
」
の
み
で
あ
り
、
代
表
者

に
よ
る
立
法
行
為
が
神
聖
視
さ
れ
る
。

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
後
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
政
治
認
識
は
繰
り
返

し
批
判
に
晒
さ
れ
た
。
ル
ｏシ
ャ
プ
リ
エ
法
に
見
ら
れ
る
中
間
集
団
の
否
定

は
、
個
人
の
原
子
化
、
国
家
の
肥
大
化
、
社
会
的
秩
序
の
解
体
を
も
た
ら
す

と
い
う
批
判
が
、
十
九
世
紀
初
頭
の
自
由
主
義
者
、
保
守
主
義
者
、
社
会
主

義
者
な
ど
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
し
か
し
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
は
七
月
王
政
期
に
再
生

す
る
。
ギ
ゾ
ー
、
テ
イ
エ
ー
ル
な
ど
の
自
由
主
義
者
は

「政
治
的
」
領
域
と

「社
会
的
」
領
域
の
区
別
を
導
入
す
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
集
権

化
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
諸
特
権

（手
①恐
３

を
廃
す
る
こ
と
で
、
個
人
の
自

由

含一σ①恐
）
が
実
現
さ
れ
る
。
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
と
同
様
、
国
家
権
力
の

拡
大
と
自
由
の
実
現
は
相
補
的
に
捉
え
ら
れ
る
。
他
方
、
社
会
的
に
は
言

論
・集
会
活
動
の
自
由
や
行
政
的
分
権
化
が
許
容
さ
れ
る
。
む
し
ろ
社
会
的

な
多
元
性
は
、
社
会
に
分
散
す
る
エ
リ
ー
ト
の
意
見
を
統
治
機
構
に
集
約

し
、
一
元
化
す
る
た
め
の
媒
介
的
手
段
と
み
な
さ
れ
る
。
政
治
的
／
社
会
的

領
域
の
区
分
と
相
互
補
完
か
ら
成
る
彼
ら
の
秩
序
像
は
、
第
二
帝
政
期
の
政

治
的
結
社
禁
止
と
職
業
的
結
社
承
認

（
一
人
六
四
年
法
）
へ
と
引
き
継
が
れ
、

第
二
共
和
政
期
の

「修
正
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
」
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

（３２
）

第
二
に
、
第
二
共
和
政
期
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
の
刷
新
が
完
遂
す
る
。

こ
こ
で
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
が
重
視
す
る
の
は
、
有
機
体
的
秩
序
像
に
し
た

が
っ
て
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
的
な
国
家
―
個
人
の
二
元
的
秩
序
像
を
批
判
し
、

中
間
集
団
再
建
を
唱
え
た
社
会
学
者

（コ
Ｌ
】】いｏ・∪
日
Ｆコ①ヨ
“Ｐ
日
ＯＥ．【し
ｒ鍵
津

な
ど
）
の
思
想
で
は
な
く
、
「政
治
的
」
領
域
と

「社
会
的
」
領
域
と
の

「分

極
化
（も色
生
∽主
ｏ口ご
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
共
和
派
政
治
家
曾
耐
一Ｏ①の下

”
ｏｃ∽り①”Ｆ
憲
８

ω
ｏ員
”①ｏ′

Ｐ
争
Ｆ
口８
蹂

な
ど
）
の
秩
序
像
で
あ
る
。
後

者
は
一
人
人
四
年
法

（職
業
組
合
自
由
化
）
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
社
会
的
・

経
済
的
結
社
の
秩
序
維
持

へ
の
有
用
性
を
承
認
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
政

治
的
に
は
議
会
を
通
じ
た
意
思
集
約
と

一
般
利
益
の
一
元
的

「代
表
」
と

い
う
見
方
を
保
持
す
る
。
政
治
的
結
社
は

一
九
〇

一
年
法
ま
で
自
由
化
さ

れ
ず
、
こ
の
法
に
お
い
て
も
結
社

へ
の
様
々
な
財
政
的

・
制
度
的
制
約
が
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残
さ
れ
た
。
）ゝ
の
時
期
の
社
会
学
者
が
唱
え
た
職
能
代
表
論
や
、
サ
ン
デ
イ

カ
リ
ス
ト
の
唱
え
た
生
産
者
の
共
和
国
論

（〓
・
Ｆ
【ｏくｘ
　
コ
ル
ポ
ラ
テ
ィ

ス
ム
論
は
、
い
わ
ば

「社
会
的
な
も
の
」
に
よ
っ
て

「政
治
的
な
も
の
」

を
再
定
義
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。　
一
方
共
和
派
政
治
家
の
秩
序
像
に
よ
れ

ば
、
「社
会
的
」
多
元
性
は

「政
治
的
」
集
権
性
と
明
瞭
に
区
別
さ
れ
、
そ

の
統
制
の
下
で
許
容
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
後
者
こ
そ
が
二
十
世
紀
の
フ

ラ
ン
ス
政
治
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
革
命
期
の
ジ
ャ
コ
バ

ン
主
義
は
幾
重
も
の
修
正
を
経
て
今
日
ま
で
生
き
残
っ
て
き
た
。
今
日
の

政
治
思
想
的
課
題
は
、
も
は
や
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
の
超
克
や
、
ト
ク
ヴ
ィ

ル
的

「専
制
」
か
ら
の
自
由
の
擁
護
で
は
な
い
。
「社
会
的
」
領
域
に
お
い

て
中
間
集
団
が
多
様
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
事
実
を
踏
ま
え
、
「政
治
的
な

も
の
」
を
ど
う
構
築
し
な
お
す
か
、
す
な
わ
ち

「
一
般
利
益
」
や
統
合
の

共
通
価
値
を
ど
う
再
発
見
す
る
か
が
、
枢
要
の
課
題
と
さ
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
駆
け
足
で
二
十
年
来
の
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
研

究
を
辿
っ
て
き
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
今
後
の
研
究
課
題
を
三
点
に
要
約

し
て
お
き
た
い
。

第

一
は
研
究
対
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。
フ
ュ
レ
以
降
の
十
九
世
紀
思
想

史
研
究
は
、
言
説
史
、
社
会
史
、
心
性
史
な
ど
の
研
究
蓄
積
を
踏
ま
え
、

古
典
的
思
想
家
の
テ
ク
ス
ト
を
超
え
た
幅
広
い
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
日
本
の
研
究
で
は
、
特
定
の
思
想
家
の
主

要
テ
ク
ス
ト
を

「点
」
と

「点
」
で
結
ぶ
こ
と
で
思
想
史
が
構
成
さ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
今
後
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
歴
史
研
究
の
進
展
を

踏
ま
え
、
同
時
代
の
言
説
状
況
を

「面
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
さ

ら
な
る
対
象
の
拡
張
が
求
め
ら
れ
る
。

第
二
は
分
析
枠
組
み
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
稿
で

「政
治
的
な
も
の
」
と

「社
会
的
な
も
の
」
の
対
抗
と
い
う
図
式
を
用
い
て
見
た
と
お
り
、
十
九
世

紀
に
お
い
て
、
政
治
思
想
の
対
象
は
も
は
や
自
明
で
な
く
な
る
。
フ
ラ
ン
ス

革
命
以
降
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
の
影
響
、
国
家
権
力
の
肥
大
化
、
社
会

へ
の

権
力
の
拡
散
、
社
会
問
題
の
出
現
な
ど
に
よ
っ
て
、
分
析
の
枠
組
み
も
、
国

家
と
市
民
社
会
、
階
級
対
立
と
い
う
単
純
な
も
の
か
ら
、　
〓
万
性
と
多
元

性
、
政
治
的
秩
序
の
内
部
と
外
部
、
規
律
と
自
律
、
中
間
集
団
の
政
治
的
／

社
会
的
役
割
な
ど
、
論
者
に
応
じ
て
多
様
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
は
ま
さ

に

「政
治
的
な
も
の
」
自
体
が
論
争
的
概
念
と
な
り
、
そ
の
概
念
規
定
は
今

日
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
的
課
題
を
ど
こ
に
見
出
す
か
と
い
う
問
題
と
直

接
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、
「政
治
的
な
も
の
」

を
ど
う
捉
え
直
す
の
か
、
議
論
が
深
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、　
一
九
九
〇
年
以
降
の
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
研
究

を
主
導
す
る
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
の
枠
組
み
に
は
ら
ま
れ
た

一
定
の
バ
イ
ア

ス
に
言
及
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
の
研
究
は
、

そ
れ
以
前
の
研
究
に
見
ら
れ
た
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

ヘ
の
批
判
的
視
座
を

転
換
し
、
「政
治
的
な
も
の
」
の
思
考
の
持
続
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
関
心
の
転
換
の
背
後
に
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な

議
論
状
況
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、　
一
方
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
化
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
自
律
性
の
揺
ら
ぎ
と
、
他
方
に
お
け
る
国

社会思想史研究 ハb.θ1 2θ θ7
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内
の
社
会
的
分
断

（移
民
。若
者
・排
除
問
題
な
ど
）
の
深
刻
化
と
代
表
制
の

機
能
不
全
で
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
帰
結
す
る

「
フ
ラ
ン
ス
・
モ
デ
ル
」
の

転
換
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
、　
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン

は
フ
ラ
ン
ス
・デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
伝
統
と
代
表
制
を
擁
護
し
、
国
民
↑
”静
じ
（
％
）

の
再
構
築
を
訴
え
る
な
ど
、
現
代
政
治

へ
の
活
発
な
提
言
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
以
上
の
実
践
的
関
心
を
背
後
に
持
っ
た
十
九
世
紀
研
究
は
、

対
象
に
本
来
は
ら
ま
れ
た
多
様
性
や
タ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
毀
損
し
、
そ
れ
ら

を
静
態
的
な
歴
史
像

へ
と
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「政
治
的
な
も

の
」
と

「社
会
的
な
も
の
」
を
分
離
し
、
「政
治
的
な
も
の
」
貧

元
的
統
合

原
理
）
の
一
貫
し
た
優
位
を
想
定
す
る
と
い
う
枠
組
み
で
は
、
十
九
世
紀

前

半

の

自

由

主

義

者

６

８

∽
一”
Ｆ

〓
”
Ｑ
”
日
の
計

摯
餌
３

ｏ
・
∪
Ｅ

ｏ
く
①
じ

、

半

ば

の
社
会
主
義
者
、
世
紀
末
の
社
会
学
者
な
ど
、
「社
会
的
な
も
の
」
に
立
脚

し
て

「政
治
的
な
も
の
」
を
問
い
直
そ
う
と
し
た
思
想
家
た
ち
の
多
く
が

傍
流

へ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
大
革
命
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
思
想
が
、
「ジ
ャ

コ
バ
ン
主
義
」
と
対
峙
し

つ
つ
社
会
的
紐
帯
の
再
構
築
を
模
索
し
、
社
会

主
義
か
ら
保
守
主
義
ま
で
幅
広
い
思
想
闘
争
を
繰
り
広
げ
た
と
い
う
歴
史

が
う
ま
く
捉
え
ら
れ
な
い
。
「政
治
的
な
も
の
」
の
持
続
性
を
軸
に
据
え
た

彼
の
歴
史
像
に
た
い
し
、
複
数
の

「社
会
的
な
も
の
」

の
競
合
の
中
に
新

た
な
秩
序
構
成
原
理
を
見
出
す
よ
う
な
思
想
史
像
を
対
置
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
研
究
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

（た
な
か

。
た
く
じ
／
フ
ラ
ン
ス
政
治
思
想
史
）

＊
本
稿
は
、
第
二
十
一
回
社
会
思
想
史
学
会

（二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
二

日
）
に
て
セ
ッ
シ
ョ
ン

「フ
ラ
ン
ス
型

『市
民
社
会
』
モ
デ
ル
の
可
能

性
―
Ｉ
Ｐ
。
ロ
ザ
ン
ヴ
ア
ロ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
を
組
ん
だ
北
垣
徹

（西

南
学
院
大
学
）
、
高
村
学
人

（立
命
館
大
学
）
両
氏
と
の
共
同
討
議
を
も

と
に
執
筆
さ
れ
た
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
研
究
助
成
の
一
部
を

活
用
し
た
。
平
成
十
七
―
十
八
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（若
手
研
究
Ｂ
）、
平
成
十
八
年
度
新
潟
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
経
費

（若
手
研
究
者
奨
励
研
究
費
）
。

（
１

）

〓

圏

』
ヨ

ｒ
Ｒ

ｏ
卜

ｈ
凛
∽
ざ

ヽ
ミ

Ｓ

●

ヽ
Ｒ

驚

な

い
き

驚ヽ

ヽ
ヽ

「

Ｓ

ミ

゛

，

Ｈ
「

Ｏ
Ｌ
ヨ
ヨ
田
‘
〕
【
Φ
卜
ｐ

Ｏ
・
【
”

（２
）

〓
霊
」
ヨ

ｒ
①
【ｏ
ド

ヽ
お
さ
ミヽ

Ｓ
∽
き
く
Ｒ
∽もいき
ヾ
∽
ヽヽ

コ
ミ
ヽ
Ｒ
『
ｒ
Ｎ
・　
Ｈ
ｏ
ｏ
ｐ

「
０
・　
Ｐ
Ｈ
‐Ｈω
　
”　
”・　
ω
）　
【
Φ
い
卜
）
Ｕ
Ｏ
・　
Ｎ
ヽ
‐ω
∞
・

（３
）

で
”コ
８
ぉ
”
騒
①
Ｆ
ゃ
お
ミ
き
ヵ
ざ
ｏ
き
ヽヽ
いド
要
Ｓ
ヽ
お
ｏ

「
Ｈ
，

ｏ
”
〓
ヨ
Ｒ
３

８
が

（大
津
真
作
訳

『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
る
』
岩
波
書
店
、　
一
九

人
九
年
Ｙ

（４
）

コ
営
８
ぉ
Ｐ
お
け）
い
ミ
ヽ
ミ
Ｓ
ｔ
ヽ
ざ
ミ
Ｓ
ご
き
ヽ
ヽ
ミ
】η
∽き
き
Ｌ
Ｆ
み
）
〓
甲

のコ
①
一一①
　̈
い
０
∞
〇
・

（５
）

（響
こ
聟
ミ
、

お
Ｓヽ
ご
ミ
もヽ

ヽ
お
ヽ
濠
ヽ
いヽ

ヽ
ミ
ο
ヽ
Ｒ
ミ
ｏ
さ
ミ

ヽ
い、ミ
Ｓ
ざ
ミ
ミ
ミ
ヽ

卜
く
ｏ
ｒ
　̈
】イ
の
ζヽ
“「Ｏ
『オ
・　
電
σ
【”
”目
］〇
●
”
【①
∽
∽
　̈
Ｈ
Ｏ
∞
『
‐【
Ｏ
Ｏ
卜
・

（６
）

注
目
に
値
い
す
る
研
究
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
Ｑ
留
計
４
８
一ｏ
Ｆ

い
．ミ
や
ヾ

ミ
いヽ
いヽミ
ぶ
い
ドヽ
や
い
ヽ
いｏ
」
麹
巡
‐』ｂ
Ｎハ

や
ュ
´
〇
”〓
ヨ
臼
，

【０
０
ｏ

は
、
「科
学
」
「社
会
」
な
ど
十
九
世
紀
の
主
要
な
思
想
概
念
の
布
置
の

中
で
フ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
の
生
成
過
程
を
詳
述
し
、
政
治
史
的
叙
述
に

と
ど
ま
る
他
の
研
究

（例
え
ば

評
ヨ
のご
コ
一σ
８
ユ
い
ヽ
さ
ま
諄
ヽ
ヽ
泳
ミ
ミ

ン
コヽド
おヽ
ヽヽ
諄
‐０
いヽ
ミ
ｏ
こ
ヾ
い
ヽ
いｏ
　
」∞
」ぺ
‐』∞
Ｎ
Ｆ
”
”Ｌ
口
”
∽一ｏ
Ｆ
ｐ
マ
Ｈ”Ｑ
口
】〓
田
ｒ

８
８
）
と
比
べ
て
群
を
抜
く
。
∽
ｃ
，
守
目
Ｎ
鵬
８
∽【記
Ｆ
ｂ
ｓ
ミ
い
ミヽ
ミ

ざ
Ｑ
隷
ミ

・・
き
ヽ
，
Ｓ
ヽ
ヽ
い
ミ
き

ヽ
ヽ
ヽ
き
ミ
ミ
ミ
鷲
ミ
ヽ
ミ
ミ
いき
ミ
ゃ
ヽヽ
き

さ

ミ
Ｒ
ミ

Ｑ
「
”
ュ
●
ｏ
９
ｏ
Ｆ

”
口
．コ
ｏ
８
ｏ
●
Ｃ
ュ
く
Ｒ
Ｌ
辱

”
【
①
協

〕
Ｈ
ｏ
Ｏ
∞
は

、

第
一

二
帝
政
期
の
自
由
主
義
者
、
共
和
主
義
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
言
説
を
網

注
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羅
的
に
検
討
し
、
そ
の
連
邦

・
分
権
論
に
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
的

「政
治

文
化
」
を
乗
り
越
え
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
の
生
成
を
見
出
す
。

ｒ
”ｃ【
ｏ
口
一
りヽ
●
００コ
一①〓
計
ｈ
ゝ
「ヽ
頓いｏミ
ｅミ
ユ
”
ヽ
ミ
∽もいヽ
い
　ヽ
・・　
ヽ
ヽ
済
ら
ヽ
ヽ
いヽ
ヽヾ
いｏ
いｏい‐

ミ
ミ
や
ミ
ｂ
雨
ミ
ヽ
貧
ヽ
づ
』證
じ
・
Ｐ
Ｌ
´
∪
８
ｏ
“
く
０ユ
ｐ
お
０
∞
は
、
第

二
共
和
政
期
の
社
会
学
と
多
様
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
交
錯
か
ら
当
時
の

言
説
状
況
を
再
構
成
し
て
い
る
。

（７
）

そ
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
第

一
に
、
制
度
と
し
て

の
代
表
が
否
定
さ
れ
る

一
方
、
革
命
運
動
に
よ
る

「人
民
」
の
代
表
と

い
う
観
念
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
運
動
は
、
統
治
者
と
被
治
者
の

道
徳
的

一
体
性
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
第
二
は
、
「人
民
」
が
代
表
に
先

立
っ
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
代
表
に
よ
っ
て

「人
民
」
が
創
出

さ
れ
る
と
捉
え
る
こ
と
。
第
二
は
、
こ
の
運
動
に
お
い
て
党
が
特
権
的

位
置
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る

（ｒ
【ｏ̈
８
旨
目
が

い
ヽ
ヽ
お
いミ
あ
ヽ
もヽ

き
ヽ

゛
ヽ
ミ
ｏＲ
ヽ
き
Ｌ
ｙ
計
Ｌ
曰
く
磁
，

３
８
・
３
・
ω
∞
『
‐ト
ロ
）。

（８
）

ｒ
Ｒ
一の
コ
Ｆ
Ｅ
Ｂ
，
い
．き
ヽ
ご
」ヽ
ミ
ミ
ざ
ヽ
ｏミ
き
ヽ
ヽ
ミ
き
ミ

ヽ
ミ

きヽ
ミヽ
諄
ミ
ヽ

ヽ
ミ
ヽ
■

コ
ュ
´
コ
ヽ
社
，
お
Φ
い

ま
た
ジ
ョ
ー
ム
の
関
心
を
簡
潔
に
要

約
す
る
著
作
と
し
て
、
ｒ
“２
８

旨
目
●

”
い、
Ｒ
ミ

き

ミヽ
辞
ミ
ヽ
・・
ド

ヽ
Ｓ
ミ
湧
ヽ
、５
ミ
，
コ
ュ
´
【
ヨ
０
お
Ｏ
ｏ
（石
埼
学
訳

『
徳
の
共
和
国
か
、

個
人
の
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